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下市最大の祭『初市』
町制施行120周年を記念して県内の人気マスコットキャラクターが
参拝者を出迎えました。かわいいゆるキャラの登場に辺りは騒然！
好みのマスコットに駆け寄り握手を求めたり、写真を撮るなど、例
年以上に賑わっていました。

町制施行120周年を記念して県内の人気マスコットキャラクターが
参拝者を出迎えました。かわいいゆるキャラの登場に辺りは騒然！
好みのマスコットに駆け寄り握手を求めたり、写真を撮るなど、例
年以上に賑わっていました。
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２
月
12
日
土
曜
日
、
蛭
子
神
社
の
祭
礼
と
と

も
に
『
初
市
』
が
開
か
れ
ま
し
た
。
祭
り
の
主

役
は
や
は
り
子
ど
も
達
。
車
両
通
行
止
め
と
な

っ
た
国
道
３
０
９
号
（
山
崎
〜
下
市
郵
便
局
間
）

に
は
子
ど
も
向
け
の
露
店
が
多
く
並
び
、
子
ど

も
達
は
目
を
輝
か
せ
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
下
市
最
大
の
祭
『
初
市
』
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
、

商
工
会
・
下
市
元
気
印
朝
市
・
栃
原
道
し
る
べ
・

近
隣
町
村
が
参
加
し
、
地
場
産
品
や
新
鮮
な
野

菜
、
ぜ
ん
ざ
い
・
豚
汁
・
石
焼
き
い
も
な
ど
が

販
売
さ
れ
活
気
に
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
町
制
施
行
１
２
０
周
年
を
祝
い
大
抽

選
会
や
安
全
安
心
パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
２
月
12
日
土
曜
日
、
蛭
子
神
社
の
祭
礼
と
と

も
に
『
初
市
』
が
開
か
れ
ま
し
た
。
祭
り
の
主

役
は
や
は
り
子
ど
も
達
。
車
両
通
行
止
め
と
な

っ
た
国
道
３
０
９
号
（
山
崎
〜
下
市
郵
便
局
間
）

に
は
子
ど
も
向
け
の
露
店
が
多
く
並
び
、
子
ど

も
達
は
目
を
輝
か
せ
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
下
市
最
大
の
祭
『
初
市
』
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
、

商
工
会
・
下
市
元
気
印
朝
市
・
栃
原
道
し
る
べ
・

近
隣
町
村
が
参
加
し
、
地
場
産
品
や
新
鮮
な
野

菜
、
ぜ
ん
ざ
い
・
豚
汁
・
石
焼
き
い
も
な
ど
が

販
売
さ
れ
活
気
に
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
町
制
施
行
１
２
０
周
年
を
祝
い
大
抽

選
会
や
安
全
安
心
パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

一
万
人
を
超
え
る
人
で
賑
わ
う

一
万
人
を
超
え
る
人
で
賑
わ
う

春
よ
来
い 

福
よ
来
い

春
よ
来
い 

福
よ
来
い

春
を
呼
ぶ
初
市

春
を
呼
ぶ
初
市

2011 初市
せんとくんお誕生日おめでとう
皆さんありがとうございました
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初
市
の
前
日
、
夜
７
時
か
ら
宵
宮

祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
朝
か
ら
降
っ
た
雪
が
屋
根
を
白
く

覆
う
中
、
え
び
す
宮
総
本
社
で
あ
る

西
宮
神
社
（
兵
庫
県
）
か
ら
奉
じ
ら

れ
た
ご
神
火
を
先
頭
に
、
本
町
の
み

こ
し
や
氏
子
の
み
な
さ
ん
が
山
崎
か

ら
蛭
子
神
社
を
目
指
し
ま
し
た
。道
中
、

ご
神
火
は
、
子
ど
も
会
会
長
か
ら
本

町
区
長
、
町
長
、
氏
子
総
代
代
表
へ

と
厳
か
に
手
渡
さ
れ
、
神
主
に
よ
っ

て
神
前
に
灯
さ
れ
ま
し
た
。

商売繁盛で笹もってこい
４００年の歴史を誇る初市の伝承を…

特集

宵
宮
祭

本
宮
祭

　
雪
が
残
る
寒
い
日
で
し
た
が
、
好

天
に
恵
ま
れ
本
宮
祭
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
初
市
の
露
店
が
軒
を
連
ね
た
お

昼
頃
か
ら
、
蛭
子
神
社
境
内
に
は
、

福
笹
な
ど
の
縁
起
物
を
求
め
る
人
や
、

商
売
繁
盛
・
景
気
回
復
を
願
う
人
で

賑
わ
い
、
３
人
の
福
む
す
め
が
「
よ

う
お
詣
り
」
と
笑
顔
で
参
拝
者
を
出

迎
え
て
い
ま
し
た
。
午
後
１
時
30
分

か
ら
は
子
ど
も
み
こ
し
も
繰
り
出
さ

れ
、
子
ど
も
た
ち
の
威
勢
の
よ
い
掛

け
声
が
祭
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

2// 11
2
12

　
商
業
の
神
と
し
て
霊
験
あ
ら

た
か
で
あ
る
蛭
子
命
が
鎮
座
さ

れ
て
以
来
、
鎮
座
地
で
あ
る
本

町
区
の
氏
子
総
代
ら
に
よ
っ
て

蛭
子
神
社
を
お
祀
り
し
、
そ
の

祭
礼
と
と
も
に
『
初
市
』
も
開

か
れ
て
い
ま
す
。

　

～町制施行120周年記念～
　
し
か
し
初
市
を
開
く
に
は
交
通

規
制
や
本
町
区
の
高
齢
化
が
問
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
冨
士
川
本
町
区
長
を
は
じ
め
桶

谷
氏
子
総
代
代
表
ら
は
、
今
年
も

盛
大
に
初
市
が
開
催
で
き
た
と
安

堵
し
「
関
係
者
の
み
な
さ
ん
の
お

陰
」
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

せんとくん
（奈良県）

蓮花ちゃん
（葛城市）

カッキー
（五條市）

ひみこちゃん
（桜井市）

ごんたくん
（下市町）

かぐやちゃん
（広陵町商工会）

安全安心パレード

　
飲
酒
運
転
の
根
絶
・
交
通

事
故
防
止
・
振
り
込
め
詐
欺

防
止
な
ど
を
啓
発
す
る
た
め
、

県
警
音
楽
隊
を
先
頭
に
県
内

の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
６
体
と
交
通
安
全
協
会
・

少
年
補
導
員
協
会
・
安
全
対

策
推
進
協
議
会
・
地
域
安
全

推
進
委
員
青
色
防
犯
パ
ト
ロ

ー
ル
隊
ら
が
初
市
の
通
り
を

練
り
歩
き
ま
し
た
。

パレードに参加してくれた　
　　　　ゆるキャラたち

～蛭子神社の祭典～



4

大
字
下
市

　
下
市
区
区
長
会
長　
大
隈　

郁
二

　

山
崎
区
長　
　

上
土
居　

豊

　

堂
垣
内
区
長　

東
田
中　

洋

　

北
口
区
長　
　

吉
本　

泰
大

　

天
神
区
長　
　

島
田
奈
良
夫

　

植
木
区
長　
　

河
内　

繁
光

　

青
葉
台
区
長　

米
田　
　

功

　

桧
皮
蔵
区
長　

駒
谷　
　

薫

　

新
町
区
長　
　

鎌
田　

義
道

　

本
町
区
長　
　

冨
士
川
敏
彦

　

今
在
家
区
長　

北
村　

弘
行

　

惣
上
区
長　
　

上
田　

幸
治

　

大
峯
区
長　
　

福
森　

啓
介

　

下
阪
区
長　
　

山
田　

泰
紀

　

上
阪
区
長　
　

川
岸　

達
夫

　

栄
町
区
長　
　

水
谷　
　

實

　

堀
毛
区
長　
　

尾
上　

和
央

　

明
大
区
長　
　

森
川　

勝
一

　

田
中
区
長　
　

山
内　

照
雄

　

寺
内
区
長　
　

吉
井　

三
二

　

宮
ノ
向
区
長　

井
上　

孝
三

　

秋
津
区
長　
　

辻　
　

宏
文

　

都
町
区
長　
　

志
賀　
　

弘

大
字
新
住

　

新
住
区
長　
　

平
田　

武
稔

　

新
住
総
代　
　

小
川　

富
大

　

幸
町
総
代　
　

中
前　

彰
和

大
字
阿
知
賀

　

阿
知
賀
区
長　

川
北　
　

肇

　

峯
山
総
代　
　

鍵
田　

信
弘

　

原
野
総
代　
　

阪
本　

延
浩

　

岡
総
代　
　
　

小
畠　

國
夫

　

緑
ヶ
丘
総
代　

元
井　

常
喜

　

岡
坂
総
代　
　

安
井　

隆
豊

　
小
西
団
地
総
代　

栗
牧　

知
彦

　

西
中
村
総
代　

水
本　

雅
康

　

東
中
村
総
代　

中
野　

信
宏

　

上
村
総
代　
　

新
子　

眞
之

　

中
屋
総
代　
　

今
　

敏
博

　

新
中
屋
総
代　

枡
本　

龍
策

　

岨
総
代　
　
　

清
水　

秀
哉

　

瀬
ノ
上
総
代　

宮
田　

睦
男

　

野
々
熊
総
代　

浦
南　

至
宏

大
字
小
路

　

小
路
区
長　
　

椿
垣
内
政
次

　

上
垣
内
総
代　

東　
　

安
裕

　
小
下
垣
内
総
代　

坂
西　
　

稔

大
字
善
城

　
善
城
区
長
・
西
之
町（
11
班
）総
代

　
　
　
　
　
　
　

霜
辻　

榮
次�

　
下
之
町（
１
・
2
班
）総
代 

中
　

義
煕

　
東
之
町（
3
・
4
班
）総
代 

阪
口　

能
行

　
東
之
町（
5
・
6
班
）総
代 

梶
谷　

典
生

 

上
之
町（
７
・
８
班
）総
代  

前
田　

正
文

 

稲
荷
町（
９
・
10
班
）総
代  

山
下　
　

登

 

善
城
垣
内（
12
・
13
班
）総
代  

上
田　

明
男

大
字
栃
原

　

栃
原
区
長　
　

室　

勝
一

　

栃
原
東
総
代　

竹
本　

誠
二

　

栃
原
西
総
代　

阪
口　
　

勝

大
字
平
原

　

平
原
区
長　
　

杦
本　

昌
弘

大
字
梨
子
堂

　

梨
子
堂
区
長　

北
垣
内
典
義

大
字
原
谷

　

原
谷
区
長　
　

杉
田　

誓
志

　

杣
谷
総
代　
　

日
浦　

良
治

　

椎
原
総
代　
　

水
本　

秀
文

大
字
栃
本

　

栃
本
区
長　
　

福
峯　

正
訓

大
字
伃
邑

　

伃
邑
区
長　
　

橋
田　

政
三

　

岩
森
総
代　
　

今
　

明
博

　

間
戸
総
代　
　

仲
嶋　

幸
三

　

草
谷
総
代　
　

本
田　

勝
義

　

高
原
総
代　
　

奥
田　

浩
靖

　

稲
貝
総
代　
　

阪
田　

博
也

大
字
立
石

　

立
石
区
長　
　

水
井　

棟
三

　

下
立
石
総
代　

吉
岡　

育
夫

　

陰
地
総
代　
　

森　
　

敬
司

　

上
立
石
総
代　

岩
本　

清
住

大
字
才
谷

　

才
谷
区
長　
　

林　
　
　

貢

　

谷
総
代　
　
　

谷
上　

利
一

　

中
総
代　
　
　

中
山　

和
博

　

殿
出
総
代　
　

辻
本　

定
信

大
字
広
橋

　

広
橋
区
長　
　

大
谷　

維
誉

　

惣
坂
総
代　
　

竹
本　

勳
生

　

峯
出
総
代　
　

向
井　

利
彦

　

広
瀬
谷
総
代　

小
西　

良
一

　

中
村
総
代　
　

涌
本　

佳
孝

　

清
水
総
代　
　

前　
　

吉
訓

大
字
丹
生

　

丹
生
区
長　
　

浦
辻　

利
明

大
字
長
谷

　

長
谷
区
長　
　

川
合　

隆
次

大
字
谷

　

谷
区
長　
　
　

今
西　
　

稔

大
字
黒
木

　

黒
木
区
長　
　

釜
谷　
　

佑

大
字
西
山

　

西
山
区
長　
　

菊
谷　

敎
治

大
字
貝
原

　

貝
原
区
長　
　

平
野　

惠
一

　

平
成
23
年
の
区
長
・
総
代
さ
ん
が
次
の
と
お
り
決
ま
り
ま
し
た
。

　

区
長
・
総
代
さ
ん
に
は
地
区
の
お
世
話
を
し
て
い
た
だ
く
だ
け
で
な
く
、
町
と
の
パ
イ
プ
役

と
し
て
町
行
政
の
円
滑
な
推
進
に
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

退
任
さ
れ
ま
し
た
区
長
・
総
代
さ
ん
の
ご
苦
労
と
、
在
任
中
の
ご
協
力
に
深
く
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

区
長
、
総
代
さ
ん
　
お
世
話
に
な
り
ま
す
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議会だより
　
平
成
23
年
第
１
回
下
市
町
議
会
臨
時

会
が
１
月
28
日（
会
期
１
日
）に
開
か
れ
、

上
程
さ
れ
た
議
案
は
い
ず
れ
も
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

諸
報
告

▼
平
成
22
年
11
月
分
例
月
出
納
検
査
の

結
果
報
告

▼
議
員
派
遣
報
告

議
　
案

▼
下
市
町
農
村
集
落
セ
ン
タ
ー
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
現
行
の
原
谷
集
落
セ
ン
タ
ー
の
所
在

地
の
地
番
が
変
更
と
な
る
た
め
、
条
例

の
一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。

▼
平
成
22
年
度
下
市
町
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
５
号
）
に
つ
い
て

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
５
千
１
７
２
万

６
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を
46
億

７
千
４
９
２
万
８
千
円
と
し
ま
し
た
。

▼
平
成
22
年
度
下
市
町
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

に
つ
い
て

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
51
万
１
千
円
を

追
加
し
、
予
算
総
額
９
千
６
０
０
万
２

千
円
と
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
議
会
運
営
委
員
会
、
各
常
任

委
員
会
及
び
特
別
委
員
会
の
閉
会
中
の

審
査
に
つ
い
て
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
２３
年
第
１
回

       

町
議
会（
臨
時
会
）

　平成２２年１０月１日を基準に行いました「国
勢調査」にご協力いただき、誠にありがとうご
ざいました。

統一地方選挙について
　本年４月には、統一地方選挙が予定されてい
ます。県ならびに町においても下記の選挙が執
行される予定となっています。

〔投票日〕
■奈良県知事選挙・奈良県議会議員選挙
　平成２３年４月１０日（日）
※上記の選挙は同日選挙となります。
■下市町議会議員選挙
　平成２３年４月２４日（日）

〔下市町議会議員選挙立候補予定者説明会〕
　下記のとおり下市町議会議員選挙の立候補予
定者説明会を開催します。
■日時　平成２３年３月２２日（火）
　　　　午前９時から
■場所　下市町農村環境改善センター
　　　　（役場西隣）２Ｆ大会議室
※各選挙の詳細については、今月号の広報しも
　いちの折り込みチラシ「統一地方選挙につい
　て」をご覧ください。

平成２２年国勢調査　人口速報

※速報値ですので、最終値との誤
差が生じる場合がありますので、
ご了承ください。

下　市　町　職　員　募　集　
　
左
記
の
と
お
り
職
員
を
募

集
し
ま
す
。

■
職
種
・
採
用
予
定
人
数

　
下
市
温
泉
秋
津
荘
調
理
師

　
見
習
い
・
１
名

■
受
験
資
格

　
高
等
学
校
卒
業
以
上
ま
た

　
は
同
等
と
認
め
ら
れ
る
者

　
で
昭
和
63
年
４
月
２
日
以

　
降
に
生
ま
れ
た
人

■
採
用
予
定
日

　
平
成
23
年
４
月
１
日

■
採
用
試
験
日
・
試
験
会
場

　
平
成
23
年
３
月
20
日
㈰
・

　
下
市
町
役
場

■
受
験
申
込
書
受
付
期
間

　
平
成
23
年
３
月
15
日
㈫

　
午
後
５
時
締
切

■
受
験
申
し
込
み
書
類

　
①
申
込
書
　
②
最
終
学
校

　
卒
業
（
見
込
）
証
明
書

　
③
健
康
診
断
書
（
保
健
所

　
ま
た
は
公
立
病
院
発
行
の

　
も
の
）

■
そ
の
他

　
受
験
申
込
書
お
よ
び
試
験

　
案
内
は
下
市
町
役
場
総
務

　
課
で
配
付
し
ま
す
。

■
受
験
申
込
・
問
い
合
わ
せ

　
下
市
町
役
場
総
務
課

　
〒
６
３
８
―
８
５
１
０

　
下
市
町
大
字
下
市
１
９
６

　
０
番
地

　
☎
　
52
―

０
０
０
１
（
代
）

　
Ｉ
Ｐ
68
―

９
０
６
０
（
直
通
）

地区名 人数 地区名 人数
下　　市 2541 伃　　邑 305

新　　住 651 立　　石 156

阿 知 賀 1331 才　　谷 39

小　　路 157 広　　橋 228

善　　城 487 丹　　生 104

栃　　原 270 長　　谷 67

平　　原 79 谷 25

原　　谷 119 西　　山 37

梨 子 堂 67 黒　　木 38

栃　　本 57 貝　　原 15

医療施設等 249 合　　計 7022
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区分
一　般　行　政　職 技　能　労　務　職

平均給料月額 平均給与月額 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢

下市町
円

327,800
円

363,570
　

45.7 歳
円

254,300
円

275,520
　

53.2 歳

国
円

325,579
円

395,666
　

41.9 歳
円

284,514
円

322,291
　

49.3 歳

区分 住民基本台帳人口 歳出額 A 実質収支 人件費 B 人件費率
（B/A）

（参考）
20 年度の人件費率

21年度 （22.3.31）
7,071 人

千円

4,687,435
千円

202,048
千円

783,605
％

16.7
％

22.1

（注）人件費には、特別職に支給される給料、報酬等を含みます。

●人件費の状況（普通会計決算）

職員数
A

給　　　与　　　費 一人当たり
給　与　費
（B/A）給　　料 職員手当 期末・勤勉手当 計　B

104 人
千円

398,659
千円

67,194
千円

145,381
千円

611,234
千円

5,877

●職員給与費の状況（普通会計平成 21 年度予算）

（注）	 1　職員手当には退職手当は含みません。
　	 2　職員数は、平成 22 年 4 月 1 日現在の人数です。

●職員の平均給料月額、 平均給与月額及び平均年齢の状況（平成 22 年 4 月 1 日現在）

区　　分
下　市　町 国

決定初任給 決定初任給

一　般
行政職

大学卒
円

161,600
円

172,200

高校卒
円

140,100
円

140,100

●職員の初任給の状況（平成 22 年 4 月 1 日現在）

区　　分
経 験 年 数
5 年 以 上
1 0 年 未満

経 験 年 数
1 0 年 以上
1 5 年 未満

経 験 年 数
1 5 年 以上
2 0 年 未満

一　般
行政職

大学卒
円

205,400
円

253,000
円

297,200

高校卒
円

－
円

205,400
円

268,200

●職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（平成 22 年 4月 1日現在）

（注）	 経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務し
	 ている場合は、採用後の年数です。

区　　　分 １　級 ２　級 ３　級 ４　級 ５　級 ６　級 合　計

標準的な職務内容 主事補
技師補

主　事
技　師 主　査 課長補佐 主　幹 参　事

課　長

職　　員　　数 2 人 10 人 31 人 13 人 10 人 12 人 78 人

構　　成　　比 3％ 13％ 39％ 17％ 13％ 15％ 100％

●一般行政職の級別職員数の状況（平成 22 年 4 月 1 日現在）

（注）	 1　下市町の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。
	 2　標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務です。

町
職
員
の 

　

給
与
な
ど
を 

　
　

公
表
し
ま
す 

　町職員の給与などについて、
その概要をお知らせします。
※表中「普通会計」とは、国民健康保険
会計などの「特別会計」と「水道会計」
などを除いた会計を表します。

●ラスパイレス指数の状況（各年 4 月 1 日現在）

区　　　分 平成 21 年度 平成 22 年度

下　　市　　町 90.0 90.1

全国町村平均 94.6 95.1

ラスパイレス指数＝地方公共団体の一般行政職の給料額と国の行
政職俸給額とを、学歴別、経験年数別にラスパイレス方式により
対比させて比較したもので、国を 100 としたものです。
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区　分 下　　市　　町 国

期末手当

勤勉手当

（平成21 年度支給割合） 期末手当 勤勉手当 （平成21 年度支給割合） 期末手当 勤勉手当

  6　月　期 1.4 月分 0.75 月分   6　月　期 1.25 月分 0.70 月分

12　月　期 1.35 月分 0.65 月分 12　月　期 1.5 月分 0.70 月分

計 2.75 月分 1.40 月分 計 2.75 月分 1.40 月分

　職務上の段階、職務の級等による加算措置　　有 　職務上の段階、職務の級等による加算措置　　有

退職手当

（平成21年度支給率） 自己都合 勧奨・定年 （平成21 年度支給率） 自己都合 勧奨・定年

勤続20 年 23.5  月分 30.55  月分 勤続20 年 23.5  月分 30.55 月分

勤続25 年 33.5  月分 41.34 月分 勤続25 年 33.5  月分 41.34 月分

勤続35 年 47.5  月分 59.28 月分 勤続35 年 47.5  月分 59.28 月分

最高限度額 59.28 月分 59.28 月分 最高限度額 59.28 月分 59.28 月分

その他の加算措置 定年前早期退職特別措置 その他の加算措置 定年前早期退職特別措置

（2 〜20％加算） （2 〜20％加算）

自己都合 定年・勧奨

1 人当たり平均支給額 － 13,592 千円

●職員手当の状況

区　分 内　　　　容 国の制度
との異同

扶養手当

配偶者	 13,000円
扶養親族　	 6,500円
（配偶者がない場合の1人目11,000 円）
満16歳〜満22歳の子1人毎5,000円加算

同　じ

住居手当 借家・借間居住者最高支給限度	 27,000円   同　じ

通勤手当

交通機関利用者は55,000円まで全額支給
（最高支給限度額55,000円）

自動車等使用者　2㎞未満　不支給
　　　　　　　　2㎞以上　距離により

2,000円〜24,500円を支給

同　じ

区　分 内　　　　　容

特殊勤務
手　　当

（平成21年度）

職員全体に占める手当支給職員の割合 11.4％

支給対象職員 1 人当たり平均支給年額 43,667 円

手当の種類（手当数） 8

代表的な手当の名称 廃棄物の収集・処理作業手当等

時間外
勤務手当

平成21年度
支 　 給　総　額 5,497 千円

職員１人当たり支給年額 52 千円

平成20年度
支 　 給　総　額 2,243 千円

職員１人当たり支給年額 23 千円

区　分 給料月額 期末手当（平成21年度支給割合）

給
　
料

町　長
副町長

720,000円
610,000円

  6月期　1.6  月分
12月期　1.5  月分
   計    　3.1  月分

報
　
酬

議　長
副議長
議　員

328,000円
274,000円
254,000円

  6月期　1.6  月分
12月期　1.75月分
   計    　3.35月分

●特別職の報酬等の状況　（平成22年4月1日現在）

区　　　分
一般行政職

21 年度 20 年度
　　　職　　員　　数	 A 79 80

普通昇級期間（12月〜24月）を
短縮して昇級した職員数	 B 0 0

　　　比　　　　　率	 B/A 0 0

●昇級期間短縮の状況　

　　　　　　　区　分
　部　門

職員数（人） 対前年増減数（人）
平20 平21 平22 平21 平22

議　　会 2 2 2
総　　務 25 27 27 2
税　　務 8 7 7 △1
農林水産 5 5 5
商　　工 2 2 2
土　　木 6 6 6
小　　計 48 49 49 1
民　　生 12 10 10 △2
衛　　生 9 10 9 1 △1
小　　計 21 20 19 △1 △1

一般行政部門計 69 69 68 △1
教　　育 28 27 24 △1 △3
普通会計計 97 96 92 △1 △4
水　　道 5 5 5
下 水 道 3 3 3
そ の 他 15 14 15 △1 1
小　　計 23 22 23 △1 1

総　合　計 120 118 115 △2 △3

福
祉
関
係
を
除
く
一
般
行
政

福
祉
関
係

●定員の状況　部門別職員数の推移　（各年4月1日現在）

（注）　職員数は、一般職に属する職員数であり、休職者などは含み、
　　　臨時職員を除いています。

普
　
　
通
　
　
会
　
　
計

●その他の手当（平成22年4月1日現在） ※自己都合は対象者が1 人のため公表を省略します。
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●職員数に関する状況

●職員の分限及び懲戒処分の概要
　�　分限処分とは、公務能率の維持を目的にした処分で、勤務成績が良くない場合や心身の故障のた
め職務の遂行に支障がある場合等、職員に対して行われる処分です。

　�　懲戒処分とは、職員の義務違反に対する道義的な責任を問い、秩序維持を図ることを目的とし
た制裁的な処分で、条例規則等に違反した場合や職務上の義務に違反し、又は職務を怠った場合等、
職員に対して行われる処分です。

●職員の勤務時間その他勤務条件の状況
　�勤務時間の状況（平成 22 年 4 月 1 日現在）
	 1 週間の勤務時間	 開始時刻	 終了時刻	 休憩時間	 週休日
　	 38時間45分	 午前8時30分	 午後5時15分	 60分	 土曜日・日曜日
　�特別休暇の状況
	 休暇の種類	 　　　　　　　　　　　　休　暇　の　内　容	
	 病気休暇	 負傷又は疾病のため療養する場合
	 特別休暇	 選挙権の行使、結婚、出産、その他特別の場合	
	 介護休暇	 負傷・疾病又は老齢により日常生活を営むのに支障がある家族等を介護する場合	
　�育児休業制度の概要
　　　職員が育児をするための休業制度で、3歳未満の子を養育するために取得することができること
　　となっています。
●職員の服務の概要　　
　　　　　　基本原則	 　　　　　　　　　　　概   　　　　  要
	 命令に従う義務	 職員は法令に従い、上司の命令に従わなければならない。
	 信用失墜行為の禁止	 職員は信用を傷つけたり、全体の不名誉となる行為をしてはならない。
	 守秘義務	 職員は職務上知り得た秘密を漏らしてはならない。
	 職務専念義務	 職員は勤務時間中、全力で職務を遂行しなければならない。
	 政治的行為の制限	 職員は政治活動等に関与してはならない。
	 争議行為の禁止	 職員はストライキ等をしてはならない。
	 営利企業等の従事制限	 職員は営利企業等に従事することは制限されており、従事する場合は
		  許可を受けなければならない。
●職員の研修制度
　職員研修は、職員の育成と組織の活性化を図るため、一般研修及び特別研修等を実施しています。
●職員の福利厚生の状況
　�職員共済組合の概要
　　　当町は奈良県市町村共済組合に加入し、社会保険制度の一環として相互救済によって職員及びそ
の家族の生活の安定と福祉の向上を図るとともに、職務の能率的運営に資することとしています。

　�公務災害補償の概要
　　　職員が公務上の災害又は通勤による災害を受けた場合は、地方公務員災害補償基金から一定の補
償が行われることとなっています。

　�職員の健康管理
　　　労働安全衛生法の規定に基づき、職員の健康の保持のため定期的な健康診断事業を実施しています。

区　　分 平成 22 年 平成 21 年
職員定数 181 人 181 人
職 員 数 114 人 117 人
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奈良行政評価事務所長
　　より下市町に感謝状

 
 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
で
道
標
つ
く
り

秋野川を

　よごさないで

　～河川美化ポスター展～

しもいちの話題

　
こ
の
た
び
行
政
相
談
業
務

の
円
滑
な
運
営
が
評
価
さ
れ

奈
良
行
政
評
価
事
務
所
長
か

ら
下
市
町
に
感
謝
状
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
行
政
相
談
員
地

区
会
議
の
様
子
を
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ

（
し
も
い
ち
テ
レ
ビ
）
で
放
送

し
た
ほ
か
、
10
月
の
行
政
週

間
を
広
報
し
も
い
ち
等
で
住

民
に
周
知
す
る
な
ど
、
広
報

活
動
お
よ
び
円
滑
な
業
務
運

営
の
功
績
が
評
価
さ
れ
た
も

の
で
す
。

　
櫃
ヶ
岳
登
山
道
黒
木
ル
ー
ト

に
立
て
る
案
内
板
の
道
標
つ
く

り
が
地
元
有
志
の
皆
さ
ん
に
よ

り
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
櫃
ヶ
岳
へ
の
ル
ー
ト
は
西
山

の
森
林
公
園
や
す
ら
ぎ
村
か
ら

の
貝
原
ル
ー
ト
と
長
谷
バ
ス
停

か
ら
の
黒
木
ル
ー
ト
が
あ
り
ま

す
が
、
多
く
の
登
山
者
が
辿
る

黒
木
ル
ー
ト
に
は
道
標
が
設
置

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
作
業
は
西

山
の
浦
西
正
幸
さ
ん
の
工
場
で

行
わ
れ
、
で
き
あ
が
っ
た
道
標

は
暖
か
く
な
る
３
月
25
日
に
地

域
の
皆
さ
ん
の
手
で
登
山
道
の

約
15
ヶ
所
に
設
置
さ
れ
る
予
定

で
す
。

　
教
育
委
員
会
主
催
、
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
が
、
下
市

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
の
協
力
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
町
制
施
行
１
２
０
周

年
を
記
念
し
て
行
わ
れ
、
お
よ
そ
１
５
０
名

が
参
加
し
、
24
ホ
ー
ル
を
ラ
ウ
ン
ド
し
ま
し
た
。

大
会
の
結
果
42
打
で
貝
原
に
お
住
ま
い
の
梶

本
和
子
さ
ん
が
見
事
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

　
秋
野
川
を
守
る
会
が
下
市
観
光
文
化
セ

ン
タ
ー
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
に
ポ
ス
タ

ー
を
展
示
し
、
河
川
美
化
を
呼
び
か
け
ま

し
た
。
こ
れ
は
同
会
が
町
内
の
小
学
生
を

対
象
に
募
集
し
た
も
の
で
、
河
川
美
化
の

思
い
を
込
め
描
か
れ
た
作
品
19
点
が
展
示

さ
れ
ま
し
た
。

　
霜
辻
榮
次
会
長
は
「
秋
野
川
に
対
す
る

思
い
が
詰
ま
っ
た
作
品
に
胸
が
い
っ
っ
ぱ

い
で
す
」
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

梶本和子さん優勝

ふれあいフェスティバル

　グラウンドゴルフ大会

　
阿
知
賀
女
性
学
級
の
み
な
さ
ん
が
、
新
し

い
こ
と
に
ト
ラ
イ
し
よ
う
と
人
形
劇
や
ハ
ン

ド
ベ
ル
を
学
び
、
阿
知
賀
幼
稚
園
で
披
露
し

ま
し
た
。
阿
知
賀
女
性
学
級
で
は
年
７
回
の

講
座
が
開
か
れ
て
お
り
、
今
回
の
活
動
は
第

４
回
目
の
講
座
と
し
て
取
り
組
ま
れ
た
も
の

で
す
。
学
級
生
の
ほ
と
ん
ど
が
園
児
の
顔
見

知
り
で
、
今
回
の
人
形
劇
や
ハ
ン
ド
ベ
ル
は

園
児
た
ち
に
と
っ
て
特
別
な
思
い
出
に
な
っ

た
こ
と
で
し
ょ
う
。

園児の思い出にと
　１８名が挑戦！
　　　　～阿知賀女性学級～
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ほ
け
ん
年
金
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

  

現
在
、生
活
保
護
の
方
ま
た
は
市

町
村
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
に
、新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
費
の

助
成
を
し
て
い
ま
す
。

【
申
請
窓
口
】

　
ほ
け
ん
年
金
課

【
申
請
期
限
】

　
平
成
23
年
４
月
11
日（
月
）ま
で

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
に
伴
う

　
　
助
成
に
つ
い
て

※
期
限
を
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
す
と

　助
成
で
き
ま
せ
ん
。

　早
め
に
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い

このページに関する問い合わせは

ほけん年金課　
　☎　　５２－０００１（代）　
　ＩＰ　６８－９０６５（直通）

妊
婦
健
康
診
査
を
受
け
ら
れ

て
い
る
方
へ

Ｈ
Ｔ
Ｌ
Ｖ
―
１
抗
体
検
査
費

用
の
助
成
に
つ
い
て

     

〜
検
査
費
用
を
償
還
し
ま
す
〜

【
対
象
者
】

　
平
成
22
年
10
月
６
日
〜
平
成
23

年
３
月
31
日
に
妊
婦
健
診
を
受
け

ら
れ
た
方
の
う
ち
、
妊
娠
週
数
が

26
〜
30
週
の
時
期
に
Ｈ
Ｔ
Ｌ
Ｖ
‐

１
（
成
人
Ｔ
細
胞
白
血
病
ウ
イ
ル

ス
）
抗
体
検
査
を
補
助
券
を
使
用

せ
ず
、
実
費
で
受
け
ら
れ
た
方

 

【
助
成
申
請
方
法
】

　
妊
婦
健
診
受
診
医
療
機
関
に
ご

確
認
の
う
え
、
ま
ず
は
、
ほ
け
ん

年
金
課
へ
平
成
23
年
４
月
11
日
㈪

ま
で
に
お
電
話
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

　現在使用中の国民健康保険被保険者証は、来る３
月３１日をもって有効期限が切れ、使用できなくな
ります。
　国民健康保険被保険者証は、カードで１人１枚発
行します。
　世帯ごとに郵送（簡易書留）でお届けしますので、
加入者のみなさま方のご理解をお願いします。
　なお、新しい国民健康保険被保険者証の郵送での
お届けは３月下旬を予定しています。
　現在ご使用中の国民健康保険被保険者証は３月31
日で有効期限が切れますので、４月１日以降に廃棄
処分していただきますよう併せてお願いします。

国民健康保険被保険者証の切り替えは郵送で行います 国民健康保険高齢受給者証の交付を郵送で行います

　現在使用中の国民健康保険高齢受給者証の有効期限
は平成２３年７月３１日（一部の方を除く）となって
おりますが、高齢者医療（７０歳～７４歳）の方の医
療機関での個人負担額の凍結に伴い、新しい国民健康
保健高齢受給者証を郵送いたします。
　現在ご使用中の国民健康保険高齢受給者証は３月31
日までご使用いただき、新しい国民健康保険高齢受給
者証は４月１日からご使用いただきますようお願いい
たします。
　ご使用中の国民健康保険高齢受給者証は、４月１日
以降に廃棄処分していただきますよう併せてお願いい
たします。
高齢者医療の個人負担額の凍結内容
【現行】　　平成２３年３月３１日まで１割
　　　　　　平成２３年４月１日から２割
【凍結後】　平成２４年３月３１日まで１割
　　　　　　平成２４年４月１日から２割
※現在ご使用中の国民健康保険高齢受給者証の一部負
担金の割合の欄が「３割」と記載されている方は、引
き続きご使用いただきますようお願いいたします。

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
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　同じ健康保険に加入している同一世帯の人が、毎年８月～翌年７月までの１年間で、世帯ごとに決められ
た自己負担限度額を超えて保険適用となる医療費と介護サービス費の両方を払った場合、その一部が払い戻
される制度です。
　申請は、計算期間最終日の７月 31 日現在、加入している医療保険の窓口へ行います。
※注意
　　・高額療養費や高額介護サービス費として払い戻される金額を差し引いた後の金額が対象となります。
　　・70 歳未満の方は、１ヶ月に同じ病院の同じ診療科で入院と外来は別計算として 21,000 円以上払った
　　　ものだけが対象となります。
　　・500 円未満の高額介護合算療養費は支給されません。
※申請に必要なもの（７月３１現在、国民健康保険に加入されている世帯の場合） 
　　・印鑑
　　・振込先口座
　　・自己負担額証明書（計算期間中に、他の市町村から転入したり、社会保険等から国保に変わった人は、
　　　加入していた医療保険・介護保険で発行された自己負担額証明書が必要です。）

　 自己負担限度額（毎年８月から翌年７月）

　保険適用となる医療費の自己負担額が高額になったとき、決められた自己負担限度額（月額）を超えた分
が高額療養費として支給されます。なお、高額療養費の支給を受けるには、申請が必要です。
　70 歳～ 74 歳と 70 歳未満の方で自己負担限度額が異なります。
　70 歳～ 74 歳と 70 歳未満の方が混在する世帯については、合算した額に自己負担額が適用されます。詳し
くは、お問い合わせください。
自己負担限度額（月額）
※ 70 歳〜 74 歳の方

　国民健康保険に加入されている方は、窓口での支払いが自己負担限度額までとなる証を発行できる場合が
ありますのでご連絡ください。
詳しくは下記へお問い合わせください。

ほけん年金課　　☎５２－０００１（代表）　　IP ☎６８－９０６５（直通）

　　・75 歳到達月は自己負担限度額が２分の１となります。

※ 70 歳未満の方

・低所得者Ⅰで介護保険の受給者が複数いる世帯の場合は限度額の適用方法が異なります。
・70 歳～ 74 歳と 70 歳未満の方が混在する世帯については、合算した額に自己負担額が適用されます。

高額介護合算療養費（医療保険と介護保険の自己負担額の合算制度）

高額療養費

入院される場合

70 歳〜 74 歳 70 歳未満
現役並み所得者 67 万円 上 位 所 得 者 126 万円
一　　　　　般 56 万円 一　　　　　般   67 万円
低 所 得 者 Ⅱ 31 万円

住民税非課税世帯   34 万円
低 所 得 者 Ⅰ 19 万円

外来（個人単位） 外来+入院（世帯単位）

現役並み所得 44,400 円 80,100 円 +（医療費− 267,000 円）×１％
（過去 12 ヶ月以内に限度額を超えた支給が４回以上あった場合、４回目以降は 44,400 円）

一　　　　般 12,000 円 　44,400 円
低所得者Ⅱ 8,000 円 　24,600 円
低所得者Ⅰ 8,000 円 　15,000 円

上位所得者 　150,000 円 +（医療費− 500,000 円）×１％ （83,400 円）
一　　　般 　 80,100 円 +（医療費− 267,000 円）×１％ （44,400 円）
住民税非課税世帯 　 35,400 円　 （24,600 円）

・（　　）内は、過去１２ヶ月以内に自己負担限度額を超えた支給が４回以上あった場合
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広橋梅林　梅の里山祭

12

平平成成２２３３年年４４月月オオーーププンン予予定定
ごご利利用用受受付付中中！！！！

平平成成２２３３年年４４月月オオーーププンン予予定定
ごご利利用用受受付付中中！！！！

イメージ図

デデイイササーービビスス（（通通所所介介護護）） 定定員員１１００名名

営営業業日日：：月月曜曜～～金金曜曜日日

シショョーートトスステテイイ（（短短期期入入所所生生活活介介護護）） 定定員員１１００名名
随随時時ごご利利用用可可能能

北野しもいち彩（いろどり）の里
社会福祉法人北野福祉会

お問合わせ：

☎　0747-52-0240

農用地除外申請は４月中に

下市町交通安全少年団団員募集

　春や秋の交通安全運動に参加したり、交通標語を書い
たナシづくり、ナシ狩りなど交通安全についていろいろ
な学習や体験・活動を通して楽しい思い出づくりをしま
す。
応募資格　平成２３年４月現在で、下市小学校の３年生
以上の児童（現在入団している方は、あらためて申し込
みはいりません。）
申込方法　申込書（総務課備え付け）に必要事項を記入
のうえ、役場場総務課まで郵送又はＦＡＸで。
　〒６３８－８５１０　
　下市町大字下市１９６０番地
　下市町役場総務課交通安全係　
　FAX　５４－５０５５
締　　切　３月３１日 ( 木 ) 必着
問い合わせ　総務課交通安全係　
　☎   ５２－０００１（代）
　IP　６８－９０６０（直通）

　農業振興地域内の農用地に農家住宅を建てたり、植林
を行うなど、その他の用途に使用する計画をお持ちの方
は、４月２８日までに農用地除外申請をしてください。
　除外申請が許可されると、農業委員会へ農地転用を申
請して許可を受けることになります。
申請・問い合わせ　建設産業課
　　　　　　☎　５２－０００１（代）
　　　　　　IP 　６８－９０６７（直通）

犬の登録と狂犬病予防注射の実施

　町では下記の日程で、平成 23 年度狂犬病予防接種
及び未登録犬の登録を行いますので、最寄りの場所で
お受けください。
　犬の登録制度は、一生涯 1 回の登録となっています。
　既に登録された犬については登録する必要はありま
せんが、「予防注射」については今までどおり毎年 1 回
受けなければなりません。

日 曜日 実 施 場 所 時  間

4
月
４
日

月

栃原地区農村集落センター前 11:00 〜 11:30

平原集荷センター前 11:40 〜 12:00

役場丹生支所前 13:00 〜 13:30

広橋会館前 13:50 〜 14:10

4
月
５
日

火

立石区民センター前 10:30 〜 10:50

下市温泉秋津荘駐車場 11:00 〜 11:20

梨子堂会館前 11:30 〜 11:50

下市観光文化センター駐車場 13:00 〜 13:30

下市町コミュニティセンター駐車場（阿知賀）13:50 〜 14:30

4
月
６
日

水

第１老人憩いの家前 10:50 〜 11:30

下市町商工会前 11:40 〜 12:10

旧 NTT 下市前 13:00 〜 13:30

吉野保健所駐車場 13:40 〜 14:30

■注射費用　3,200 円
　　（注射料 2,650 円・注射済票交付手数料 550 円）
■犬の登録費用　3,000 円
　　※つり銭のいらないようご準備をお願いします。
■注意事項
○注射の際、かみつく恐れのある犬については、口輪
をはめる等の適切な処置をされたうえ、お連れくださ
い。
■届出事項
○飼い犬が死亡したとき ( 犬鑑札・印鑑持参 )
○飼い主が変わったとき ( 新しい飼い主の印鑑持参 )
○飼い主の住所が変わったとき ( 印鑑持参 )

【問い合わせ】　ほけん年金課 
　　　　　　☎　５２－０００１（代）
　　　　　　IP 　６８－９０６５（直通）

　３／１３日（日）
【内容】　スタンプラリー・青空市
梅の種飛ばし大会　ホッカホッカサービス
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3/23 都市計画道路の計画変更案に関する説明会

お し ら せ 納期内にお納めください

■日時　3 月１６日（水）午後１時～４時
■場所　大淀町役場
■問い合わせ・予約 
　　　　大淀町役場人権住民課 
　　　　☎　　５２－５５０１

※まずは電話でお問い合わせを！
■場所　大淀町大字下渕 68 番地の 4
　　　　やすらぎビル４階
■問い合わせ
　　　　☎　０５０－３３８３－００２５

　都市計画道路 吉野下市線及び都市計画道路 下市阿知
賀線の計画変更案について、説明会を開催いたしますの
で、ご案内申し上げます。
■日時　３月２３日（水）
　　　　午後７時～８時３０分（開場６時３０分）
■場所　下市観光文化センター　２階研修室
原案については、３月８日（火）から吉野下市線は
奈良県庁および下市町役場で、下市阿知賀線は下市町役
場で閲覧いただけます。

【問い合わせ】
＜吉野下市線について＞
　奈良県土木部まちづくり推進局
　地域デザイン推進課都市計画室計画調整係
　☎　０７４２－２７－７５２０（直通）
＜下市阿知賀線について＞
　企画財政課
　☎　   ５２－０００１（代）
　ＩＰ　６８－９０６２（直通）

3/16　吉野三町無料法律相談�〈奈良弁護士
会所属弁護士による無料相談〉

法テラス南和法律事務所
〈常駐の弁護士が相談にあたります〉

３月７日（月）
　　　は介護保険料第６期納期限です。
３月３１日（木）
　　　は国民健康保険税第10期納期限です。
納め忘れのないようにお納めください。また口座振替ご
利用の方は預金残高の確認をお願いします。

　軽自動車税は、４月１日の所有者（登録者）に課税さ
れます。
　４月２日以降に譲渡や廃車などをされても、月割りで
はなく、年税額を全額納めていただくことになります。
お手続きは３月３１日（木）までに済ませてください。

●１２５ｃｃ以下（町ナンバー）のバイクは
　役場税務課へ
　申請には、ナンバープレート（標識番号）と印鑑が　
　必要です。代理人が手続きされる場合は、委任状・　
　印鑑（代理人分）もご持参ください。
●１２５ｃｃを超える ( 県ナンバー ) バイクは
　近畿運輸局奈良運輸支局へ　
　☎　０５０－５５４０－２０６３
●軽四輪車は軽自動車検査協会奈良事務所へ
　☎　０７４３－５８－３０１８

【問い合わせ】 税務課
　　　　　 　 ☎　  ５２－０００１（代）
　　　　　    ＩＰ　６８－９０６６（直通）

　平成２３年度の固定資産税の算定の基礎となる固定
資産縦覧帳簿等（平成２３年１月１日現在）の縦覧を行
います。
■期間
　４月１日（金）～５月１０日（火）
　　　　　　　　※土・日・祝日等閉庁日は除く
■時間　午前８時３０分～午後５時１５分
■場所　役場税務課

※縦覧等を希望される方は、本人確認のため納税者であ
ることを確認できる書類（納税通知書または公的機関発
行の証明書等、運転免許証・健康保険証等）の提示をお
願いします。
代理人の場合は、委任状が必要です。

【問い合わせ】 税務課
　　　　　 　☎　　５２－０００１（代）
　　　　　    ＩＰ　６８－９０６６（直通） 

軽自動車（単車等）の廃車は３月３１日までに！

固定資産縦覧帳簿等の縦覧について
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今月のおすすめ本
　

東
京
・
神
谷
町
に
あ
る
、
大
正
期
に
建
築
さ
れ

た
洋
館
に
暮
ら
す
柳
島
家
。
ロ
シ
ア
人
で
あ
る
祖

母
の
存
在
、
子
供
を
学
校
に
や
ら
な
い
教
育
方
針
、

叔
父
や
叔
母
ま
で
同
居
す
る
環
境
、
三
世
代
、
百

年
に
わ
た
る「
風
変
わ
り
な
家
族
」の
秘
密
と
は
―
。

　

ぽ
か
ぽ
か 

あ
た
た
か
い 

も
く
よ
う
び 

ち
か
く

の
も
り
に 

き
い
ち
ご
を
つ
み
に
い
っ
た 

バ
ム
と
ケ

ロ
が 

み
つ
け
た
も
の
は
・
・
・

江國 香織　著

抱
擁
、
あ
る
い
は
ラ
イ
ス
に
は
塩
を島田 ゆか　著

バムとケロのもりのこや
（絵本）

社
協
だ
よ
り

 

い
つ
も
善
意
銀
行
に
預
託
を
い
た

だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

一
月
十
六
日
～
二
月
十
五
日
の
期

間
に
、
次
の
皆
さ
ん
か
ら
預
託
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
（
敬
称
略
）

●
供
養
と
し
て

中
本　

慶
司
（
大　

峯
）
５
万
円

坂
口　

好
澄
（
新　

住
）
３
万
円

佐
竹　
　

薫
（
橿
原
市
）
２
万
円

林　
　

昭
美
（
丹　

生
）
２
万
円

西
浦　
　

進
（
田　

中
）
３
万
円

大
谷　

圀
男
（
宮
ノ
向
）
３
万
円

仲
嶋　

久
雄
（
伃　

邑
）
３
万
円

辰
巳
か
よ
子
（
下　

阪
）
２
万
円

中
前　

裕
文
（
橿
原
市
）
３
万
円

相談内容 場　　所 相　談　日 時　間

行政・人権・

心配ごと相談

（電話相談も可）

下市町保健センター
☎ 52 − 6125

	 3	月	3 	日	㈭

午後 1 時

午後 3 時

	 4	月	7 	日	㈭

人　権・

心配ごと相談

（電話相談も可）

下市町保健センター
☎ 52 − 6125

	 3	月	17	日	㈭

	 4	月	21	日	㈭

〜

事　業　名 日　　　時 対象者・内容等

麻しん・風しん予防接種 ３月７日（月） 午後１時45分～２時　受付 平成22年1月1日～平成22年2月28日生

子 育 て 教 室 ３月 16日（水） 午前10時～正午 4歳までの幼児およびその保護者「おやこでおやつ作り」

BCG 予防接種 ３月 18日（金） 午後１時45分～２時　受付 平成22年11月1日～平成22年11月30日生

三種混合予防接種 ３月 18日（金） 午後２時～２時15分　受付 平成22年5月1日～平成22年8月31日生

健康スケジュール 場所／保健センター

問い合わせ／ほけん年金課　☎５２－０００１（代）　ＩＰ６８－９０６５（直通）
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松田 哲夫　編

中
学
生
ま
で
に
読
ん
で
お
き
た
い
日
本
文
学

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30 31

図書館だより
３月の休館日

★○印が休館日です
★開館時間　木曜日〜月曜日
　　午前 9 時〜午後 5 時
★休館日の返却は１階の返却箱へ
　お返しください

　

編
者
が
「
小
・
中
学
生
だ
っ
た
こ
ろ
の
自
分
を
思

い
だ
し
な
が
ら
、
い
ま
読
ん
で
面
白
い
と
感
じ
ら
れ

る
作
品
、
作
者
の
発
し
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
し
っ
か
り

伝
わ
っ
て
く
る
作
品
」
だ
け
を
選
び
テ
ー
マ
別
に
10

巻
に
収
め
て
い
ま
す
。

毎月１１日は「人権を確かめあう日」

　

図
書
館
の
本
の
購
入
費
の
一
部

は
下
市
ふ
る
さ
と
寄
附
金
を
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

下
市
町
立
図
書
館 

　
　
　

☎
�
１
７
１
１
（
代
）

　
　

I
P
�
９
０
８
０

おはなし会
3 月 26 日（土）
午後 2時～

瀧
たき

  本
もと

  琉
る

  偉
い

 ちゃん

内
うち

  田
だ

  美
み

  桜
お

 ちゃん

牧
まき

  野
の

  透
と

  和
わ

 ちゃん

瀧
たき

  本
もと

  乃
の

  彩
あ

 ちゃん

２歳　男の子（小路）

１歳　女の子（杣谷）

１歳　男の子（青葉台）

１歳　女の子（小路）

平成21年３月９日生まれ

平成22年３月21日生まれ

平成22年３月３日生まれ

平成22年３月８日生まれ

家族みんなより♥

お父さん・お母さんより♥

パパ・ママより

結・晴斗より

いつも元気でやんちゃ坊主の琉偉
くん、これからも「シャーッ」と得
意のポーズを決めてみんなを喜ばせ
てね!!

みんなのアイドル★
お兄ちゃんと
仲良く元気に育ってね!!

お誕生日おめでとう！
これからも元気いっぱい、笑顔いっぱい
大きくなってね！

乃彩！　お誕生日おめでとう
小さくてカワイイ乃彩　大好きだよ！
これからも元気でいてネ★	

3月生まれのおともだち
　　　　はっぴーばーすでぃ

４月に誕生日を迎える３歳までのお子さん
の写真を募集しています。
締め切り　３月 1 ０日    情報システム課まで
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28（月） ３/1（火） 2（水） 3（木） 4（金） 5（土） 6（日）
みんなの学園通信

１月の行事
学校行事を紹介します

ご近所ふれあいサポーター養成講座③
～ご近所づきあいの復活・発展～

「高齢者の消費者被害」
ワイドしもいち
一週間のニュース・話題

7（月） 8（火） 9（水） 10（木） 11（金）12（土）13（日）
２月のトピックス
２月に放送したニュース・話題を
総編集でお送りします。

ユートピア保育園発表会

笑顔でがんばる子どもたち

町制 120 周年記念
下市に春を呼ぶ
初　　市

14（月） 15（火） 16（水） 17（木） 18（金）19（土）20（日）
ご近所ふれあいサポーター養成講座④

～ご近所づきあいの復活・発展～

「活かして安心　成年後見制度」

地域の安全を守る

駐在所だより
ワイドしもいち
一週間のニュース・話題

21（月） 22（火） 23（水） 24（木） 25（金）26（土）27（日）
希望を胸に巣立つ

中 学 校 卒 業 式
町議会定例会

一般質問

ワイドしもいち
一週間のニュース・話題
健康だより・求人情報

28（月） 29（火） 30（水） 31（木） 4/1（金）2（土） 3（日）
吉野三町共同番組
CATVネットワーク　２月

〜お隣の町のちょっと気になる出来事〜

町議会定例会
議案審議

ワイドしもいち
一週間のニュース・話題

　のうご
き

平成23年２月28日〜４月３日

放
送
時
間

昼 12：30 から
夕 18：30 から
夜 21：00 から

翌朝   6：30 から

　　　　平成23年１月31日現在

人　口　6,926人（－24）

　男　　3,292人（－14）

　女　　3,634人（－10）

世帯数　2,660世帯（ －5 ）

　　　　　（　　）内は前月比

出生	 3人	 死亡	 12人

転入	 5人	 転出	 20人
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※都合により、番組内容・放送時間を変更する場合があります。ご了承ください。

広告を載せませんか 町の広報紙・ホームページ・テレビに有料広告を募集しています。


